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る.症例は35歳女性.全身倦怠感と発熱を主訴に.近医

でB型急性肝炎と診断され 96年10月21日同医入院.1()

月28日総 ビり′Lビン (TB)6.Omg.､dlまで改善 した時

点で退院. しかし.退院後曝気.噛吐.食思不振強 く.

罪.その後も軽快せず,11月14日当科紹介,同日Å院と

なった.入院時.TB20.9mg./dlL･ヒ強度の哉痕を認i')

た.入院後. I)封 ヒブロスJ?ダニテンジン El,G--1療法.

インニ:1.りンtT)経門脈的投与.250｡硫酸て'/ネシrl･リ､十

二指腸内注入.けり′レビン吸着等を行い けa11SanlillaSe

は正常化したが,董痘が遷延Lたたれ 12月20日よりGH

各121LTを計3回皮 F注 した.GH 開始後約 2カ月で

黄痘は正常化した.GH の肝細胞再生機年につき若干

の文献的考察も加え報告する,

5)UDP--glucuronosyltransferase遺伝子異

常を認めた Gilbert症候群の 1家系

渡辺 徹 ･佐藤 雅久
阿部 時也 ･′ト田 良彦 漕 要露民病院)

Gilbert症候群の1家系において UI)p-glucuronosyl-

1ransferase遺伝子解析を施行 した.

発端者は13才女児で.背部痛.腹痛黄痘を主訴に当科

受診した.貰疫.間接型優位の高ビり′しビン血症,,､7

トグ田ピソ低下,胆石を認め,ニコチソ酸負荷試験,低

カロリー試験結果から Gilbert症候群と診断 した.家

族の検索では..父親,弟に軽度の血清ビ1)′レビンの上昇

およびノ＼ブ トゲロビンの低下を認めたが.母親はいずれ

も正常範囲内であった.

患児及び家族cT)LIGTl遺伝子を検索 したとこjl.エ

クソン1に Gly71ArgL･'〕ミスセンス変異を全例に認め.

患児,母親,弟はへ十口接合体,父親はホモ接合体であっ

た.

本家系における Gilbert症候群の臨床症状発現には,

LTGT過伝子異常に加えて溶血の程度が関与 しているも

のと思われた.

6)時務 ア ミノ酸輸液製剤 (ア ミ}レバ ン)紘

よる低血糖症
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丁 ミノし′ミンにて低血糖をおこした PBC 症例を呈

示.負荷試験 げ ミ/LJミン500mlを2時間で点滴 L.

血糖,血中イソシュリン濃度 (IRI),グルカゴン濃度

tIRGlを測定lでは IRIは著明上昇,血糖は 47mgdl

と低下 した.

肝疾患患者5例にてアミノし′ミン免荷による血糖変動

を検討 した.3例iこ急速な血糖低下を認め,IRI,IRG

とも過大反応を示す例が皐かつた.lRIと IRG の単位

時間での変動幅の比をとり..;llrRl上土IRG とすると,

血糖低下の鷹合と相関がえられた.肝障害の程度と血糖

反応との関連はなかった.報告されている以上に,アミ

jレバンにより低血糖をきたす頻度は高いと思われた.

7)小栗胡湯による薬剤性肝障害の 1例
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小柴胡港により肝障害が惹起され 成分別の LST で

陽性を示 した 1例を報告 した,患者は34歳男性,不妊症

のため漢方薬を内服 し肝庇護のために小栗胡歯も併用 し

た.1.5カ月後に食欲不振と黄転をきたし入院 した.入

院時 GOT 1.221IU:i.GIyr2,1941U:1,T.Bit.5.2

m窟/dlを示 したが,肝炎ウイルスマ-カ-はいずれも

陰性で,好酸球数は18.96と増加していた,内服中止iこよ

り速やかC･こ改善 し, 1九日後の肝生検では非特異性反応

性肝炎であ-1た.小葉胡湯に対する】)ンべ球刺激試験

(LST)は陽性を示し.組成成分の7原末ごとの LSTで

はナウ:[ン,カンゾウ.′､ンゲ.サイコに陽性を示した.

本刑による肝障害はまわであるが.注意が必要である.

8)内視鏡的食道静脈癌治療 の肝棟能 に及ぼす

影響

渡辺 卓也 ･豊島 宗厚

鮎 薫竺 ●曽我 憲二 (晶凄彪 鵠 叢)

[対象]当院にて施行した EIS単独19例,EVL単独

10例.全例が肝硬変.[方法]EISは5.96'オルダミンを


